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本日の予定  
Zoom 限定例会です。  

 
会員卓話「ロータリーモーメント」 石川 久 会員／井上 学 会員 

♪ ロータリーソング ♪ 四つのテスト、古河東ロータリークラブソング 
 
 
 
 
 
 

本日は、会長の時間を

お借りして、ご報告をさ

せて頂きます。 

8 月 14 日に山崎清司

パストガバナー、松本幸

子国際奉仕委員長と共

に3名で新井和雄ガバナ

ー事務所を訪問させて頂きました。お話の内

容は 9 月 12 日「茨城海岸美化プロジェクト」

に於いて地区社会奉仕委員会総括委員長白戸

里美会員が司会を、山崎清司パストガバナー

と松本幸子国際奉仕委員長、会長須永恵子に

エイドをお願いしたいという事でした。「茨城

の海岸清掃」が、今では世界の海岸清掃に大き

く広がり、世界で 26,000 人のロータリアンが

「茨城の海岸清掃」と同時に「世界の海岸清掃」

を行う世界的な「ロータリー奉仕デー」となり

ました。そのようなプロジェクトの中でエイ

ドとして、山崎清司パストガバナーが辰野克

彦 RI 理事を、会長須永恵子が日本ガバナー会

会長三浦真一（第 2750 地区）ガバナーを、松

本幸子国際奉仕委員長が桑澤一郎（第 2600 地

区）ガバナーを担当させていただくことにな

りました。これも新井和雄ガバナーをはじめ、

我がクラブの山崎清司パストガバナー、地区

社会奉仕委員会総括委員長白戸里美会員のご

尽力のおかげと感じております。 

また、古河東ロータリークラブ 40 周年にあ

たり、記念事業として、大きな意義とご縁と機

会に巡り合えたことに皆さまと一緒に喜び、

感謝をしたいと思います。関係者の皆さま大

変ありがとうございます。当日は、そのような

ことでバスの予定時間よりも早めの現地到着

になりますので、私たち 3 名は別行動になり

ます。大変申し訳ございませんが、幹事の田口

さんをはじめ社会奉仕委員長の齊藤忠さん、

委員会の皆さま、会長エレクトの小森谷久美

さんにお願いしたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

ということでしたが、本日、蔓延防止・緊急

事態宣言も 9 月 12 日まで延長され、田口幹事

からご報告がありましたように海岸清掃が延

期、セレモニーは Zoom 開催となりました。残

念に思います。 

次回は会員増強・新クラブ結成推進月間に

因んだお話をさせて頂きます。 
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第 2018 回例会 

 会長の時間  2021-22 年度会長  須永  恵子  
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Zoom 限定例会です。  
 

司会進行  点鐘  Zoom＆オーディオ担当  

 

 

 

 

 

  

小森谷  久美会員  須永  恵子  会長  鶴岡  学  会員  

♬ ロータリーソング  ♬ 我らの生業 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 前回例会報告（第 2017 回）2021 年 8 月 17 日 
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親睦活動委員会  福田  優子  委員長  

「マレットゴルフ大会」について 

コロナ禍で未確定でありますが 10 月 23 日（土）に開催予定です。出欠

確認表にご記入いただいていない方は、ご連絡をお願いいたします。 

 

 

出席状況報告  山腰  すい  出席委員長  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

報告事項  
 

 

次週 8 月 24 日（火）の例会もズーム限定例会となります。 

商工会議所では例会がございませんので、お間違いのないようにお願いい

たします。 

  

9 月 12 日（日）の海岸清掃は、9 月 26 日（日）に延期となりました。な

お、詳細については、後日情報をお知らせいたしますので、よろしくお願

いいたします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 委員会報告  

第 2017 回例会（8/17） 第 2015 回例会（8/3）前々回 

名誉会員を除く会員数 54 名 名誉会員を除く会員数 54 名 

出席計算に用いた会員数 34 名 出席計算に用いた会員数 28 名 

出席またはMake Up 会員数 34 名 出席またはMake Up 会員数 26 名 

出席率 100 ％ 出席率 92.86 ％ 

 

 

幹事報告  田口  精二  幹事  
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「１-５会」の初回会合は、平成 19 年（2007

年）7 月 31 日（火）で、場所は喜楽飯店さん

でした。担当していただいたのはその年度の

情報委員長の久野茂会員です。 

初年度に予定の年間 6 回を確実に開催して

いただいたおかげで現在に繋がっていると思

います。参加者は久野茂会員・山崎清司会員・

豊田慧会員・小森谷久雄会員・森敏夫会員・佐

谷道浩会員・山室和徳会員・栗田吾郎会員・荒

木攻会員・杉岡の 10 名でした。 

「１-５会」を始めたきっかけは、その前年

の福富好一年度のガバナー公式訪問の席で、

水戸南 RC の佐藤衛ガバナーから「１-３会奉

仕研究会」のことを聞かされ、私の年度（2007

年-2008 年）のクラブテーマを「語らい、理解

を深め、ロータリーの心を実践しよう」に決め

ていましたから、その会の見学をお願いし、豊

田さんと二人で参加してきました。 

その会合の目的は、 

1. 昼間の例会に出られない会員のために夜の

家庭集会に参加してメークアップ（補填）に

する 

2. リラックスした雰囲気の中で親睦を図りな

がらロータリーを語り合う 

3. 新入会員とベテランロータリアンが気楽に

歓談し親睦を図る 

ということでした。 

和気あいあいとロータリー談義に花が咲い

ている雰囲気が素晴らしく、３年未満でなく

５年未満にして「１-５会」としてスタートい

たしました。ロータリーを学び、親睦を深める

という目的で継続されてきました。学ぶとい

うことに関しては「ロータリーは職業人の人

生道場であり、自己啓発の場である」また「入

りて学び、出でて奉仕せよ」Enter to learn and 

go forth to serve と言われてきました。 

ロータリーの綱領（目的）について、綱領（目

的）の中に３回出てくる言葉「奉仕の理念 

ideal of service」の意味合いは、他人への思い

やり・助け合いの心・他人の身になる心と定義

されております。 

第３項に個人生活・事業生活および社会生

活に奉仕の理念を適用することと定められて

います。 

具体的に考えてみま

すと、私の場合、個人

生活は女房との関係が

考えられますが、これ

だけ長い付き合いにな

るとお互いに思いやりの心は無いように感じ

ます。事業生活はお客様・従業員・取引先等が

考えられますが、常に思いやり、あるいは相手

の身になって考えて接しているとも思えませ

ん。社会生活は車の運転の時等が考えられま

すが、信号の無い交差点で相手の立場に立っ

ていつも一時停止しているとも言えません。 

この様に考えてみますと、この第３項をク

リアすることは、私にとってかなりハードル

が高いように感じます。 

しかし、ロータリークラブは上手く考えら

れたもので、救いになる言葉もあります。決議

23-34 に「ロータリーは基本的には一つの人生

哲学であり、それは利己的な欲求と義務及び

これに伴う他人のために奉仕したいという感

情との間に常に存在する矛盾を和らげようと

するものである。」と書かれています。利己と

利他のせめぎ合いといえます。 

また「本来ロータリークラブは奉仕の哲学

を受け入れ、実行することを目指している

人々の集まりである」とも記されています。 

完全に実践できていなくても、奉仕の哲学

をクリアできるよう日々目指していれば良い

ということだと考えられます。奉仕の哲学と

は、今日お話しした「奉仕の理念  Ideal of 

service」とロータリークラブの第一のモットー

である「超我の奉仕 Service above self（利己の

心を超越して他人のことを思いやり他人のた

めに尽くすこと）」の事だと思います。 

私にとって非常にハードルの高い「奉仕の

理念」をいくらかでも実践できるよう心掛け

ながら、目指しながら日々を送りたいと考え

ています。 

本日は会長・幹事・鶴岡会員・小森谷会員の

ご指導をいただき初めての Zoom での卓話を

させていただきました。ありがとうございま

した。 

「いちご会とは」杉岡  榮治  会員  会員卓話  
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今回私は情報委員会

委員として、江口紀久

江委員長、石川久副委

員長とともにクラブの

一翼を担っております。 

ロータリー情報委員

会の役目は、①会員候補者にロータリークラ

ブの会員の特典と責務に関する情報を提供す

ること ②会員にあらゆるレベルのロータリ

ーの歴史、綱領（目的）、活動に関する情報を

提供すること ③入会してから最初の１年間

新会員のオリエンテーションを監督するとい

うこと、この三大義務があります。 

私は今回このクラブ細則に則り、クラブ会

長、幹事、各奉仕委員長、あらゆる会員にクラ

ブの歴史、奉仕活動に資する情報やアドバイ

ス等を提供しております。 

「いちご会」の開催や会員への情報提供活

動は情報委員会が行わなければならない一番

重要な仕事です。江口委員長・石川副委員長と

相談し、須永・田口年度は最低５回はやろうと

決めました。コロナという魔物に負けること

なく、参加者の人数を縮小してもやる決意で

す。 

特に「いちご会」は当クラブの歴史的プログ

ラムであり、先輩の作りました事業遺産です。

勉強と親睦、そして仲間との交流が明日の古

河東 RC を躍動させるのです。 

これが会員の結束とクラブの絆を強固にし

ます。これからもぜひ継続すべきプログラム

であると私は確信しております。そしてしっ

かりとその先に送らなくてはいけません。ま

さにこれが「温故知新その先に」なるのです。 

では「いちご会」というクラブの勉強会が始

まる前は当クラブには勉強会がなかったので

しょうか？答えは「ありました」です。それま

では「家庭集会」という名前で行われていまし

た。若手会員中心の勉強会でしたが、もちろん

先輩会員も合流し、勉強と親睦で交流を深め

ました。 

私は今、会長、幹事、各会員に情報を提供す

るために現在 30年にわたるクラブ会報を読み

直しております。その中で必ず会長は「会員増

強」の数値目標を挙げ、その必要性を語ってい

ます。また、その時の会員増強委員長も会員増

強の重要性そして会員維持の大切さを説いて

おります。会員増強と会員維持はクラブにと

って最優先事項の奉仕活動です。会員増強な

くしてクラブの発展や活性化はありません。

私は会員増強には「積極的増強」と「消極的増

強」があると思います。「積極的増強」とは会

員の数を増やすこと、「消極的増強」とは会員

維持を目的にしています。どちらも大事です

が、「積極的増強」に転じないといずれクラブ

は衰退します。なぜなら会員維持の優先は、高

齢化、病気、死亡、一身上の都合等でいずれ会

員喪失につながります。増強の怠るとクラブ

が衰退し、弱体化するのです。 

当クラブの会員数 40名を割り込むとクラブ

運営が窮屈になり、奉仕活動の縮小や会費の

値上げ等につながりかねません。現在ロータ

リー会員は世界で約 120 万人おります。今回

の シェカール・メータ RI 会長は、この 120

万人会員を130万人にしたい、そのためにEach 

one Bring one と呼びかけています。これは各

人ひとりひとりが一人を入会させよというこ

とです。 

ロータリーの最優先事項は「ポリオ根絶」で

す。いまポリオ常在国はパキスタンとアフガ

ニスタンの２か国になりました。しかしアフ

ガニスタンが昨日タリバンによって陥落し行

先が混とんとしています。これでポリオ根絶

は全く不透明な状態になりました。これから

RI がポリオに対してどのような見解や方針を

出すか注意深く見守る必要があるでしょう。 

今日はこのような機会をいただきありがと

うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いちご会とは」山崎  清司  会員  会員卓話  
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2021-2022 年度 ＲＩ シェカール・メータ会長 テーマ「奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために」 

2021-2022 年度 古河東 RC 須永恵子会長 クラブスローガン「温故知新その先に」 
 

例会日程 出席グループ 例会会場 内 容 

第 2019 回 

8 月 31 日（火） 
－ 休会 第５週につき休会 

第 2020 回 

9 月 7 日（火） 
全員出席 Zoom 

第３回理事会 11 時～ 

月初めのお祝い 9 月生まれの方 

地区委員出前卓話 クラブ奉仕委員会 

「会員増強と会員維持」柿沼 利明 地区委員 

第 2021 回 

9 月 14 日（火） 
－ 休会 茨城海岸美化プロジェクト延期のため 

第 2022 回 

9 月 21 日（火） 
A・C 古河商工会議所 3Ｆ 

会員卓話「ロータリーモーメント」 

植木 静子 会員／海老沼 堯 会員 

第 2023 回 

9 月 28 日（火） 

→ 26 日（日） 

希望者全員 茨城海岸 茨城海岸美化プロジェクト 

 

新井和雄 地区ガバナー スローガン 「Think Globally、Act Locally」（地球の未来を想い 地域社会に貢献しましょう） 

地区行事等 

9 月 26 日（日） 海岸清掃 

11 月 16 日（火） ガバナ－公式訪問 
 

 

 

固定メンバー 10 名 
A グループ 

12 名 
B グループ 

11 名 
C グループ 

12 名 

会長 須永 恵子 井上 学 桑原 正信 板橋 孝司 

幹事 田口 精二 猪瀬 一也 岡村 裕太 齊藤 愛 

パストガバナー 山崎 清司 植木 静子 小山 幸子 鶴岡 学 

会長エレクト 小森谷 久美 江口 紀久江 齊藤 忠 福江 眞隆 

会計 白戸 里美 海老沼 堯 坂田 信夫 福富 好一 

スマイル 大橋 みち子 大高 滋 佐藤 孝子 古谷 弘之 

親睦委員長 福田 優子 小倉 郁雄 佐谷 道浩 星野 龍肇 

クラブ会報・IT 石川 久 小林 好子 杉岡 榮治 三田 浩市 

クラブ会報・IT 松井 実 柿沼 利明 須田 純一 三田 圭子 

SAA 久野 茂 加藤 奨一 高橋 采子 森 敏夫 

  栗田 吾郎 武澤 郁夫 山腰 すい 

  松本 幸子  山室 和徳 

 

 

 

今後の予定  

例会を欠席する時は前日までに SAA までご連絡ください。 
SAA：久野茂 [e-mail] shigeru.kuno@gmail.com  [電話] 090-3234-0078 
原稿の送付先は 石川久まで [e-mail] suzukiyonezo@bz03.plala.or.jp 又は [FAX] 0280-22-6606 

創 立：1982 年（昭和 57 年 7 月 6 日）URL：http://www.kogaeast.jp 週報他、例会等の詳細情報はホームページをご覧ください。 

例会日時：火曜日（12:30～13:30）例会場：古河商工会議所 3F（古河市鴻巣 1189-4 電話:0280-48-6000 FAX:0280-48-6006） 

文 責：古河東ロータリークラブ会報 IT 委員会 [ 石川・松井・松本・齊藤（愛）] 

 

例会出席グループ分け表  


